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一

は
じ
め
に

　

香
港
を
描
い
た
日
本
人
の
記
録
と
し
て
古
典
の
地
位
を
占
め
る
の
は
、

山
口
文
憲
（
一
九
四
七
年
―
）
の
『
旅
の
雑
学
ノ
ー
ト　

香
港
』（
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
九
年
。
新
潮
文
庫
、
一
九
八
五
年
）、
及
び
『
香

港
世
界
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
の
二
冊
だ
ろ
う
。
一
九
七
〇

年
代
に
滞
在
し
、
路
上
観
察
を
行
っ
た
山
口
は
、
香
港
と
い
う
土
地
と
そ

こ
に
住
む
人
々
の
息
づ
か
い
を
二
冊
の
本
に
描
き
込
ん
だ
。
今
読
ん
で
も

新
鮮
で
、
香
港
を
歩
く
上
で
現
在
な
お
最
上
の
ガ
イ
ド
で
あ
る
。

　

研
究
書
で
、
香
港
と
い
う
土
地
の
面
白
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
の
は
、
可

児
弘
明
（
一
九
三
二
年
―
）
の
著
作
、
中
で
も
『
香
港
の
水
上
居
民　

中

国
社
会
史
の
断
面
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
〇
年
）
で
あ
る
。
現
在
で
は

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
移
住
が
完
了
し
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
、香ほ
ん

港こ
ん

仔ち
ゃ
いな
ど
の
水
上
居
民
に
つ
い
て
、一
九
六
〇
年
代
に
調
査
を
行
っ

た
民
族
誌
で
あ
る
。
水
上
集
落
は
香
港
社
会
の
縮
図
で
あ
り
、
香
港
の
性

格
を
考
え
る
上
で
今
も
参
考
に
な
る
一
冊
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
七
年
の
返
還
前
後
、
香
港
の
下
町
に
住
み
、
香
港
人
を

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
観
察
し
、
対
話
し
た
記
録
、
星
野
博
美
（
一
九
六
六

年
―
）
の
『
転
が
る
香
港
に
苔
は
生
え
な
い
』（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、

二
〇
〇
〇
年
。
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
や
、
食
を
通
し
て
街
と
人
を

描
く
、野
村
麻
里
（
一
九
六
五
年
―
）
の
『
香
港
風
味　

懐
か
し
の
西
多
士
』

（
平
凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
も
、
忘
れ
が
た
い
読
後
感
を
残
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
後
の
記
録
で
、
残
念
な
が
ら
戦
前
の
、
香
港
社

会
の
中
へ
と
分
け
入
っ
た
日
本
人
に
よ
る
記
録
は
多
く
な
い
。
欧
州
航
路

の
寄
港
地
だ
っ
た
た
め
、
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
旅
行
や
留
学
を
し
た
著

名
人
が
数
多
く
上
陸
し
、
日
記
や
旅
行
記
に
行
き
ず
り
の
印
象
を
書
き
残

し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
ご
く
短
い
寄
港
の
、
倉
卒
の
観
察
に
過
ぎ
ず
、

観
光
地
点
は
ほ
ぼ
重
な
り
、
記
述
は
千
篇
一
律
で
、
こ
の
複
雑
な
社
会
に

錨
を
下
ろ
し
た
観
察
と
は
ほ
ど
遠
い
。
香
港
と
双
子
の
よ
う
な
都
市
上
海

に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
居
住
者
が
多
か
っ
た
た
め
膨
大
な
数
の
記
録
が

　
　
　

あ
る
日
本
人
の
香
港
体
験

　
　
　
　
　
―
―
和
久
田
幸
助
覚
書
―
―

大　

東　

和　

重



― 119（ 2） ―

ある日本人の香港体験……大東　和重

二

残
さ
れ
た
が
、
香
港
に
滞
在
す
る
日
本
人
は
絶
対
数
が
少
な
か
っ
た
だ
け

で
な
く
、
長
期
滞
在
者
に
文
筆
業
者
が
お
ら
ず
、
細
部
に
わ
た
る
記
録
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
戦
前
の
香
港
体
験
を
、
主
に
戦
後
に
な
っ
て
文
字
化
し

た
日
本
人
に
、
和
久
田
幸
助
（
一
九
一
五
年
―
）
が
い
る
。
天
理
外
国
語

専
門
学
校
（
現
在
の
天
理
大
学
）
出
身
の
和
久
田
は
、
広
州
や
香
港
で
広

東
語
を
学
び
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
て
香
港
占

領
軍
報
道
部
芸
能
班
の
班
長
を
務
め
た
。
広
東
の
伝
統
演
劇
、
粤
劇
に
の

め
り
込
ん
で
い
た
和
久
田
は
、
演
劇
・
映
画
人
を
は
じ
め
と
す
る
香
港
人

と
職
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
交
流
を
持
っ
た
が
、
戦
争
末
期
、
憲
兵
隊
に

逮
捕
さ
れ
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
後
の
一
九
五
三
年
以
降
、

和
久
田
は
年
に
数
回
香
港
へ
足
を
運
ん
で
は
、
芸
能
界
の
知
友
た
ち
と
旧

交
を
温
め
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
和
久
田
は
「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
と
題

す
る
一
連
の
著
作
に
、
広
州
や
香
港
に
滞
在
し
た
若
き
日
々
の
回
想
を
書

き
込
ん
だ
。
和
久
田
の
詳
し
い
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
覚
書
で
は
、

戦
前
執
筆
の
記
事
や
、「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
等
の
回
想
を
も
と
に
、

関
連
資
料
で
補
足
し
つ
つ
、
和
久
田
の
香
港
体
験
の
輪
郭
を
描
い
て
み
た

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
た
め
、
香
港
側
の
資
料
を
現
地
で
調

査
で
き
な
か
っ
た
点
を
、
最
初
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

一
　
略
歴
と
著
作

　

最
初
に
和
久
田
幸
助
の
経
歴
を
簡
単
に
記
す
が
、
資
料
が
少
な
い
た
め
、

そ
の
経
歴
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
』（
講
談
社
文

庫
、
一
九
七
九
年
）
や
『
日
本
占
領
下
香
港
で
何
を
し
た
か　

証
言
昭
和

史
の
断
面
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
九
一
年
）
に
付
さ
れ
た
略
歴

に
は
、
天
理
外
国
語
学
校
広
東
語
部
卒
、
一
九
三
四
年
四
月
か
ら
四
三
年

末
ま
で
広
州
・
香
港
に
滞
在
、と
あ
る
。
そ
の
間
、南
支
那
派
遣
軍
艦「
嵯
峨
」

通
訳
、
香
港
総
領
事
館
嘱
託
、
同
書
記
生
、
華
南
文
化
協
会
職
員
、
香
港

占
領
軍
報
道
部
芸
能
班
長
を
歴
任
し
た
、
と
い
う
。

　

和
久
田
幸
助
の
代
表
作
で
あ
る
「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
は
、

一
九
六
六
年
一
月
か
ら
七
九
年
四
月
ま
で
の
約
十
三
年
間
、
雑
誌
『
サ
ッ

ポ
ロ
』（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
発
行
）
に
連
載
さ
れ
た
。
七
二
年
に
新
潮
社

か
ら
『
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
』
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
、
七
七
年
、
自
由
現

代
社
か
ら
『
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
２
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
七
九
年
、

こ
の
二
冊
を
再
編
集
し
て
、
講
談
社
文
庫
に
『
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
』
と

し
て
収
め
ら
れ
、そ
の
後
も
講
談
社
文
庫
と
し
て
、『
続
・
私
の
中
国
人
ノ
ー

ト
』（
一
九
八
一
年
）、『
続
続
・
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
』（
一
九
八
二
年
）、

『
新
・
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
』（
一
九
八
五
年
）、『
最
新
・
私
の
中
国
人
ノ
ー

ト　

民
衆
は
何
を
考
え
て
い
る
か
』（
一
九
九
〇
年
）
の
計
五
冊
が
刊
行

さ
れ
た
（
以
下
、
ノ
ー
ト
、
続
、
続
続
、
新
、
最
新
、
と
略
称
）。
和
久

田
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
「
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
」
と
呼
ん
で
い
る
（
最
新
「
ま
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三

え
が
き
」
三
頁
）。
香
港
体
験
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
、『
日
本
占
領
下
香
港

で
何
を
し
た
か
』（
前
掲
）
が
あ
り
、
他
の
著
作
に
『
能
の
素
晴
し
さ 

狂

言
の
面
白
さ
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。

　
「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
中
国
人
の
民
族
性
や

社
会
論
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
を
代
表
と
す
る
同
時
代
の
政
治

の
観
察
、
毛
沢
東
や
江
青
・
鄧
小
平
の
人
物
論
な
ど
、
広
く
体
験
的
に
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
中
国
を
語
る
。「
私
は
広
東
語
が
専
門
な
の
で
、
私

の
い
う
中
国
人
と
は
、
主
に
広
東
人
」（
ノ
ー
ト
「
日
本
鬼
・
日
本
仔
」

二
四
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
和
久
田
の
経
験
し
た
中
国
が
広
州
・
香
港

な
ど
華
南
地
方
で
あ
り
、
広
東
語
を
学
ん
だ
た
め
、
南
方
か
ら
観
察
す
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

戦
前
に
は
中
国
事
情
に
通
じ
た
、「
シ
ナ
通
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
が

い
た
。
大
き
く
軍
人
・
外
交
官
と
民
間
人
に
分
け
ら
れ
る
が
、
大
半
は
北

京
も
し
く
は
上
海
に
居
住
し
、
中
国
語
標
準
語
、
及
び
一
部
が
上
海
語
を

用
い
て
中
国
を
観
察
し
、
様
々
な
記
録
を
残
し
た
。
相
田
洋
は
代
表
的
な

「
シ
ナ
通
」
と
し
て
、
北
京
の
辻
聴
花
（
一
八
六
八
―
一
九
三
一
年
）、
中

野
江
漢
（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
年
）、
上
海
の
井
上
紅
梅
（
一
八
八
一
― 

一
九
四
九
年
）、
大
連
の
柴
田
天
馬
（
一
八
七
二
―
一
九
六
三
年
）、
さ

ら
に
日
本
在
住
な
が
ら
中
国
全
土
を
旅
し
て
歩
い
た
、
後
藤
朝
太
郎

（
一
八
八
一
―
一
九
四
五
年
）
の
計
五
名
を
取
り
上
げ
て
い
る（
一
）。
こ
う
し

た
「
シ
ナ
通
」
と
比
べ
た
と
き
、
和
久
田
は
異
色
の
「
南
シ
ナ
通
」
と
い

え
る（
二
）。
和
久
田
自
身
は
雑
誌『
サ
ッ
ポ
ロ
』の
連
載「
中
国
人
ノ
ー
ト
」で
、

肩
書
を
「
広
東
語
学
者
」
と
記
し
て
い
る
（
一
九
七
四
年
十
月
号
）。

　

一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
成
立
し
て
以
降
、「
竹
の
カ
ー
テ
ン
」
で
閉

ざ
さ
れ
た
社
会
主
義
国
家
を
観
察
す
る
上
で
、
香
港
は
数
少
な
い
窓
口
の

一
つ
だ
っ
た
。
和
久
田
は
戦
後
し
ば
し
ば
滞
在
し
、
旧
友
と
の
交
友
を
温

め
、香
港
を
通
し
て
同
時
代
の
中
国
を
観
察
し
た
。
し
か
し
和
久
田
に
と
っ

て
、
戦
前
に
青
春
を
過
ご
し
、
当
時
知
り
合
っ
た
人
々
が
の
ち
の
ち
ま
で

歓
迎
し
て
く
れ
る
香
港
は
、
情
報
収
集
地
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

結
果
と
し
て
、「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
に
は
し
ば
し
ば
戦
前
の
体
験
の

回
想
が
は
さ
ま
れ
た
。

　
「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
に
は
部
分
的
な
が
ら
中
国
語
訳
が
あ
る
。「
梅

蘭
芳
と
胡
蝶
」（
初
出
は
『
文
藝
春
秋
』
一
九
六
五
年
十
月
）
は
、「
梅
蘭

芳
胡
蝶
戦
時
在
香
港
」
と
題
し
て
、
香
港
の
月
刊
誌
『
明
報
』
一
九
六
六

年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た（
三
）。

香
港
メ
デ
ィ
ア
界
に
友
人
を
持
ち
、
半
月
刊

誌
『
展
望
』
に
は
し
ば
し
ば
和
久
田
の
文
章
が
翻
訳
掲
載
さ
れ
（
一
九
八
二

年
二
月
十
六
日
）、
ま
た
和
久
田
か
ら
記
事
を
寄
せ
た
と
い
う
（
一
九
七
二

年
九
月
十
六
日
、
七
三
年
二
月
一
日
、
同
年
八
月
一
日
）。

　

和
久
田
の
名
前
は
、
胡
蝶
の
回
想
録
『
胡
蝶
回
憶
録
』（
胡
蝶
口
述
、

劉
慧
琴
整
理
、
聯
合
報
社
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
、
占
領
期
を
経
験
し
た

香
港
人
の
回
想
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
香
港
の
芸
能
界
や
報
道
界
で
一

定
の
知
名
度
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
和
久
田
に
関
す
る
記
事
は
し
ば

し
ば
香
港
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
、「
私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮

千
万
だ
が
、
私
の
こ
と
が
香
港
の
新
聞
雑
誌
の
記
事
に
な
る
の
は
戦
争
中
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四

か
ら
の
こ
と
で
、
そ
う
と
り
立
て
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
る

（
新
「
香
港
獅
子
会
に
招
か
れ
て
」
一
〇
二
頁
）。
例
え
ば
、
後
述
す
る
粤

劇
の
名
優
、
蒒
覚
先
と
の
占
領
期
に
お
け
る
交
渉
に
つ
い
て
は
、
香
港
の

左
派
系
新
聞
『
大
公
報
』
一
九
六
〇
年
九
月
二
十
一
日
に
、「
和
久
田
到

訪　

威
迫
兼
利
誘　

薛
覺
先
歷
險
記
之
四
三
」
な
る
記
事
が
あ
る
。
ま
た

同
じ
『
大
公
報
』
一
九
八
三
年
三
月
十
二
日
に
は
、「
日
作
家
和
久
田
幸

助
昨
在
港
談
中
日
關
係
」
な
る
記
事
が
あ
り
、
和
久
田
の
香
港
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
講
演
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
講
演
の
内
容
や
経
緯

は
、
新
「
香
港
獅
子
会
に
招
か
れ
て
」
に
詳
し
い
）。
香
港
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
知
人
が
、
折
に
触
れ
面
白
お
か
し
く
記
事
を
書
く
こ
と
も
あ
り
、

香
港
の
新
聞
雑
誌
で
の
自
身
の
肖
像
は
、「
戦
争
中
、
中
国
の
人
達
に
与

え
た
日
本
人
の
悪
印
象
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
述
懐
す
る

（
新
「
香
港
獅
子
会
に
招
か
れ
て
」
一
〇
六
頁
）。『
香
港
電
視
』
半
月
刊

な
る
雑
誌
に
「
惨
痛
的
漿
糊
」（
一
九
八
〇
年
四
月
十
八
日
）「
惨
痛
的
回

憶
」（
同
年
四
月
二
十
五
日
）
な
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
と
き
に
は
、
和

久
田
も
事
実
無
根
だ
と
憤
慨
し
た
。「
和
水
田
」
な
る
名
前
の
日
本
軍
芸

能
班
長
が
登
場
す
る
、
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
香

港
の
友
人
か
ら
は
、「
香
港
の
マ
ス
コ
ミ
が
、
も
し
日
中
戦
争
や
香
港
陥

落
に
ひ
っ
か
け
て
、
誰
か
日
本
人
を
取
り
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
、

和
久
田
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
ね
」
と
妙
な
慰
め
ら
れ
方
を

し
て
い
る
（
続
「
惨
痛
的
戦
争
の
余
波
」
二
六
二
―
三
頁
）。

　

和
久
田
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
が
、
邱
淑
婷
『
香
港
・
日
本
映

画
交
流
史　

ア
ジ
ア
映
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ツ
を
探
る
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、
周
承
人
・
李
以
荘
『
早
期
香
港
電
影
史　

１
８
９
７
―
１
９
４
５
』（
三
聯
書
店
（
香
港
）、
二
〇
〇
五
年
。
上
海
人

民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
和
久
田
の
占
領
期
の
活
動
に
言
及
す

る（
四
）。

ま
た
邱
淑
婷
『
港
日
影
人
口
述
歷
史　

化
敵
為
友
』（
香
港
大
学
出

版
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
は
、
錢
似
鶯
「
憶
述
香
港
淪
陷
期
間
和
久
田
幸

助
之
角
色
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
　
華
南
旅
行
と
広
州
留
学

　

和
久
田
幸
助
は
一
九
一
五
年
、
東
京
に
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
能
・
狂
言
を
論
じ
た
文
章
を
集
め
た
、『
能

の
素
晴
し
さ 

狂
言
の
面
白
さ
』（
前
掲
）
に
、
宝
生
流
の
能
楽
師
、
近
藤

乾
三
（
一
八
九
〇
―
一
九
八
八
年
）
が
寄
せ
た
文
章
で
は
、
和
久
田
を
形

容
し
て
、「
和
服
が
よ
く
似
合
い
、
気
性
も
さ
っ
ぱ
り
と
竹
を
割
っ
た
よ

う
で
、
義
理
人
情
に
も
厚
く
、
そ
の
上
大
変
几
帳
面
で
、
い
い
意
味
で
の

江
戸
っ
子
の
典
型
」
だ
と
呼
ん
で
い
る
（
一
一
頁
）。
和
久
田
は
幼
く
し

て
能
や
狂
言
、
文
楽
や
歌
舞
伎
を
好
ん
だ
と
い
い
、
こ
の
伝
統
劇
愛
好
が

の
ち
に
、
京
劇
や
広
東
の
伝
統
劇
、
粤
劇
を
好
む
素
地
と
な
っ
た
（
ノ
ー

ト
「
わ
が
友
・
蒒
覚
先
」
一
七
二
―
三
頁
）。
戦
後
は
能
の
近
藤
と
狂
言

の
六
世
野
村
万
蔵
（
一
八
九
八
―
一
九
七
八
年
）
に
親
炙
し
、「
私
の
生

活
は
、
本
業
の
中
国
関
係
と
能
狂
言
に
二
分
」
さ
れ
た
、
と
記
し
て
い
る
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五

（『
能
の
素
晴
し
さ 

狂
言
の
面
白
さ
』
前
掲
、
一
頁
）。

　

和
久
田
が
初
め
て
中
国
の
土
を
踏
ん
だ
の
が
い
つ
な
の
か
、
回
想
に

よ
っ
て
や
や
異
な
る
。「
中
国
百
年
」（
ノ
ー
ト
、
一
一
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
二
年
、
数
え
で
十
九
歳
の
時
だ
っ
た
と
い
う
。「
香
港
獅
子
会
に

招
か
れ
て
」（
新
、
九
五
頁
）
で
は
、
初
め
て
広
州
を
訪
れ
た
の
は
、
数

え
で
十
八
、
満
で
十
六
歳
の
時
だ
っ
た
と
す
る
。
一
方
、
記
録
に
残
る
の

は
、
三
四
年
夏
、
恐
ら
く
満
十
八
、九
歳
で
、
天
理
外
国
語
専
門
学
校
の

海
外
事
情
視
察
旅
行
団
の
一
員
と
し
て
、
上
海
・
香
港
・
広
州
・
広
西
を

旅
し
た
経
験
で
あ
る（
五
）。「

中
国
百
年
」
に
よ
れ
ば
、
和
久
田
は
広
東
語
部

の
学
生
で
、
ク
ラ
ス
は
全
員
で
十
三
名
、
夏
休
み
に
語
学
の
実
習
と
し
て
、

広
東
語
部
担
任
の
鄭
兆
麟
に
引
率
さ
れ
、
広
州
へ
と
赴
い
た
。
天
理
大
学

の
校
史
に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
に
創
立
さ
れ
た
天
理
外
国
語
専
門
学
校

に
は
支
那
語
部
が
あ
り
、
第
一
部
が
北
京
官
話
、
第
二
部
が
広
東
語
を
専

修
し
て
い
た
。
第
一
期
の
学
生
数
は
、
第
一
部
が
二
十
五
名
、
第
二
部
が

二
十
四
名
と
、
北
京
官
話
と
広
東
語
を
学
ぶ
学
生
は
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。

三
四
年
の
海
外
修
学
旅
行
団
は
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
た（
六
）。

　

一
九
三
四
年
夏
の
滞
在
の
記
録
と
し
て
、
和
久
田
は
長
文
の
「
南
支
見

聞
記
」
を
記
し
た
（
天
理
外
国
語
学
校
編
『
海
を
越
え
て　

昭
和
九
年
海

外
旅
行
記
録
』
天
理
外
国
語
学
校
、
一
九
三
五
年
）。
記
録
に
よ
る
と
、

三
四
年
六
月
二
十
八
日
、
上
海
を
経
て
香
港
に
到
着
し
た
一
行
は
、
翌
日

広
州
に
着
き
、
三
週
間
余
り
滞
在
の
予
定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
広
西
省
の

招
待
で
、
急
遽
約
二
週
間
の
旅
行
が
計
画
さ
れ
、
教
員
一
名
に
引
率
さ
れ

て
、
和
久
田
と
も
う
一
名
の
学
生
が
参
加
す
る
。
七
月
六
日
汽
車
で
三
水

に
向
か
い
、
汽
船
で
梧
州
へ
、
省
都
南
寧
に
滞
在
し
、
さ
ら
に
柳
州
や
桂

林
を
見
て
、
同
月
二
十
一
日
広
州
に
帰
着
し
た
。
二
十
二
日
帰
国
の
途
に

就
き
、神
戸
に
帰
着
し
た
の
は
三
十
日
、全
部
で
一
か
月
余
り
の
行
程
だ
っ

た
。
香
港
で
の
自
由
時
間
の
記
述
に
、「
始
め
て
一
人
で
、
ほ
ん
と
う
の

支
那
へ
来
て
使
ふ
言
葉
―
―
妙
に
く
す
ぐ
つ
た
か
つ
た
」
と
あ
る
の
で
、

も
し
か
す
る
と
こ
れ
以
前
、
家
族
な
ど
と
と
も
に
訪
中
し
た
経
験
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
実
質
的
な
中
国
経
験
は
こ
れ
が
最
初

と
思
わ
れ
る
。

　

あ
こ
が
れ
の
中
国
旅
行
だ
っ
た
が
、
広
西
見
物
を
中
心
と
し
た
「
南
支

見
聞
記
」
の
中
で
目
立
つ
の
は
、
抗
日
運
動
に
関
す
る
観
察
で
あ
る
。
南

寧
で
は
、「
煙
草
に
燐
寸
に
、
ど
こ
の
田
舎
の
白
壁
に
も
抗
日
、
打
倒
日

本
は
高
く
か
ゝ
げ
ら
れ
て
ゐ
」
た
と
い
う
。
桂
林
で
は
、
接
待
し
て
く
れ

た
、
日
本
の
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
生
で
あ
る
「
民
軍
団
」
の
中
国
人
中

佐
、
及
び
そ
の
日
本
人
妻
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
桂
林
の
七
星
巖
の
入

口
ま
で
行
き
な
が
ら
、
中
を
見
学
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
人

妻
が
和
久
田
ら
に
対
し
ひ
そ
か
に
説
明
す
る
に
は
、
七
星
巖
は
要
塞
で
も

あ
り
、「
こ
の
排
日
の
盛
ん
な
所
で
、
日
本
人
を
七
星
巖
に
入
れ
な
い
の

は
道
理
」
で
、「
日
本
人
な
ど
来
た
ら
、
断
然
排
日
歌
を
合
唱
し
て
や
る
、

と
か
、
打
倒
日
本
を
叫
ん
で
や
る
、
と
か
口
々
に
」
罵
る
声
が
あ
っ
た
、

と
い
う
。
ま
た
和
久
田
は
、
武
鳴
で
民
団
軍
を
観
察
し
、
そ
の
熱
心
な
養

成
ぶ
り
か
ら
、「
彼
等
に
こ
の
服
装
を
と
ら
せ
て
日
本
陸
軍
の
服
装
を
さ
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せ
た
ら
、
決
し
て
見
劣
り
は
し
な
い
だ
ら
う
と
い
ふ
、
強
い
心
意
気
を
感

じ
さ
せ
る
」
と
の
感
想
を
漏
ら
す
。
和
久
田
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
は
、

華
南
に
お
け
る
抗
日
熱
の
激
し
さ
だ
っ
た
。「
孫
文
の
三
民
主
義
の
実
現

と
打
倒
日
本
、
小
学
校
に
入
る
と
ま
づ
そ
れ
を
教
え
る
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

／
こ
の
教
育
方
針
を
十
年
こ
の
か
た
と
つ
て
ゐ
る
、
南
支
の
排
日
を
と
く

事
は
、
泰
山
を
ゆ
る
が
す
よ
り
難
し
い
」
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

一
九
三
四
年
夏
の
記
録
の
最
後
に
、
和
久
田
幸
助
は
、「
も
う
一
度
是

非
南
華
を
旅
し
て
み
た
い
」
と
の
希
望
を
記
し
た
。
願
い
は
二
年
後
に
か

な
う
。
三
六
年
初
春
、
日
中
戦
争
勃
発
の
前
年
、
和
久
田
は
広
州
へ
と
留

学
す
る
（
ノ
ー
ト
「
日
中
相
互
不
理
解
」）。
和
久
田
は
の
ち
に
広
東
語
学

習
の
動
機
を
、「
私
が
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
初
め
て
広
州
の
土
を
ふ
み
、

爾
後
、
広
東
語
の
学
習
に
は
げ
ん
だ
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
日

本
の
布
石
な
ど
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
で
は
、
ま
だ
誰
も
手
が
け
て
い

な
い
広
東
語
に
と
り
組
ん
で
み
た
く
て
、
自
費
留
学
し
た
」
と
説
明
し
て

い
る
（
新
「
香
港
獅
子
会
に
招
か
れ
て
」
一
〇
四
頁
）。

　

当
時
は
華
南
の
み
な
ら
ず
、
中
国
全
土
で
抗
日
救
国
運
動
が
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
和
久
田
は
中
山
大
学
へ
の
入
学
を
希
望
し
た
が
、
か
な
わ

な
か
っ
た
（（
七
）ノ
ー
ト
「
日
中
相
互
不
理
解
」）。
広
東
人
と
混
じ
っ
て
市
街

地
に
住
む
こ
と
も
で
き
ず
、
租
界
の
あ
っ
た
沙
面
の
日
本
人
宅
に
下
宿
し
、

家
庭
教
師
を
頼
ん
で
広
東
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
。
二
年
前
の
華
南
滞
在

で
広
西
へ
旅
し
た
際
に
、
湖
南
省
出
身
の
政
治
家
、
荆
嗣
佑
（
荊
冬
青
、

一
八
九
一
―
一
九
七
二
年
）
が
道
中
の
案
内
を
し
て
く
れ
た
。
荊
は
明
治

大
学
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
流
暢
な
日
本
語
を
話
し
た
。
か
つ
て
荆
か

ら
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
相
談
に
来
い
と
言
わ
れ
た
の
を
思

い
出
し
、 

荆
宅
を
訪
ね
て
窮
状
を
訴
え
る
と
、
自
宅
に
住
ま
わ
せ
て
く
れ

た
。

　
荆
嗣
佑
宅
に
下
宿
し
広
東
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
和
久
田
は
、
近
所
の

大
学
教
授
の
娘
と
交
流
し
、
映
画
を
見
に
行
っ
た
り
郊
外
へ
遊
び
に
行
く

な
ど
、
つ
か
の
間
の
青
春
を
過
ご
し
た
（
ノ
ー
ト
「
あ
る
大
長
征
」）。
広

東
語
の
学
習
を
兼
ね
て
、
京
劇
や
粤
劇
を
見
物
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

こ
の
こ
ろ
で
あ
る
（
ノ
ー
ト
「
わ
が
友
・
蒒
覚
先
」
一
七
二
―
三
頁
）。

一
九
三
四
年
夏
の
広
州
滞
在
時
、
同
じ
広
東
語
部
の
級
友
が
、
映
画
や
粤

劇
を
見
物
し
た
と
記
し
て
い
る
の
で（
梅
本
一
雄「
広
東
一
日
の
生
活
」『
海

を
越
え
て
』
前
掲
、
八
四
頁
）、
和
久
田
も
二
年
前
す
で
に
目
に
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
三
八
年
十
一
月
刊
行
の
『
文
藝
春
秋
』
第
十
六
巻
第
二
十

号
掲
載
の
「
香
港
雜
信
」
に
は
、
二
年
前
、「
広
東
の
珠
江
に
警
備
艦

〇
〇
の
通
訳
と
し
て
勤
務
し
て
ゐ
る
時
」、
と
の
記
述
が
あ
る
。
三
六
年

後
半
以
降
、
恐
ら
く
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
、
海
軍
の
通
訳
を
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
中
国
全
土
で
抗
日
の
気
運
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
粤
劇
の

劇
場
通
い
を
し
て
い
た
和
久
田
だ
が
、「
い
く
ら
言
葉
が
出
来
て
も
、
日

本
人
が
一
人
で
芝
居
小
屋
へ
出
入
り
す
る
の
は
危
険
で
す
よ
」
と
忠
告
さ

れ
る
（
ノ
ー
ト
「
わ
が
友
・
蒒
覚
先
」
一
七
四
頁
）。
一
九
三
七
年
、
日
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七

中
戦
争
勃
発
と
と
も
に
、
和
久
田
は
香
港
へ
と
移
動
し
た
。

三
　
日
中
戦
争
下
の
香
港
滞
在

　

和
久
田
幸
助
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
開
戦
後
の

香
港
滞
在
中
、
外
務
省
の
嘱
託
、
の
ち
通
訳
生
と
し
て
、
二
年
ほ
ど
香
港

領
事
館
に
勤
務
し
た
と
い
う
（
続
「
三
十
年
ぶ
り
の
排
日
抗
日
の
大
波
」

二
二
四
頁
）。
ま
た
和
久
田
は
、
香
港
時
代
の
友
人
に
触
れ
る
中
で
、「
信

ち
ゃ
ん〔
岩
永
信
吉
、一
九
一
二
―
八
二
年
〕は
同
盟
通
信
の
記
者
と
し
て
、

私
は
総
領
事
館
の
下
っ
端
職
員
と
し
て
香
港
に
住
み
、
毎
日
の
よ
う
に
顔

を
合
わ
せ
て
、
飲
茶
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
」
と
回
想
す
る
（
続
「
新
馬

師
曽
と
私
」
一
六
二
頁
）。
飲
茶
を
楽
し
め
る
茶
楼
に
詳
し
か
っ
た
和
久

田
は
、
同
盟
通
信
の
北
支
総
局
長
と
香
港
支
局
長
を
兼
任
し
て
い
た
松
方

三
郎
（
一
八
九
九
―
一
九
七
三
年
）
か
ら
も
頼
ま
れ
て
、
茶
楼
め
ぐ
り
を

し
た
と
い
う
（『
能
の
素
晴
し
さ 

狂
言
の
面
白
さ
』
前
掲
、八
七
―
八
頁
）。

香
港
へ
移
っ
て
か
ら
も
、
和
久
田
は
広
東
語
の
学
習
に
励
ん
だ
。
ま
た
語

学
の
た
め
と
い
う
名
目
で
粤
劇
見
物
を
続
け
、
利
舞
台
な
ど
を
中
心
に
、

名
優
蒒
覚
先
の
舞
台
を
見
て
回
っ
た
。
利
舞
台
で
は
京
劇
の
名
優
梅
蘭
芳

の
引
退
興
行
も
見
た
と
い
う
。

　

日
中
開
戦
後
の
香
港
滞
在
時
期
の
記
録
に
は
、「
澳
門
の
印
象
」（『
旅
』

第
十
五
巻
第
七
号
、
新
潮
社
、
一
九
三
八
年
七
月
）、「
香
港
雜
信
」（『
文

藝
春
秋
』
第
十
六
巻
第
二
十
号
、
一
九
三
八
年
十
一
月
）、「
香
港
と
支
那

の
子
供
た
ち
」（『
文
藝
春
秋
』
第
十
六
巻
第
二
十
二
号
、
一
九
三
八
年

十
二
月
）、「
南
支
夜
話
」（『
文
藝
春
秋
』
第
十
七
巻
第
十
号
、
一
九
三
九

年
五
月
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
和
久
田
の
当
時
の

中
国
観
が
う
か
が
え
る
。

　
「
香
港
雜
信
」
は
、
広
州
で
知
り
合
っ
た
、
李
琴
英
な
る
中
山
大
学
の

女
学
生
と
の
、
香
港
で
の
一
年
ぶ
り
の
邂
逅
を
描
く
。
和
久
田
が
日
本
語

を
教
え
て
い
た
中
国
人
の
家
で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
「
愛
人
」
ら
し
か
っ
た

と
い
う
李
は
、
難
を
逃
れ
て
香
港
に
着
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
香
港

の
難
民
を
何
時
迄
も
続
け
る
の
は
惨
め
」
だ
と
語
っ
た
。
和
久
田
が
別
れ

の
握
手
の
際
に
、「
ぢ
や
、
又
、
難
民
小
姐
（
難
民
の
お
嬢
さ
ん
）」
と
呼

ぶ
と
、李
は
「
何
に
か
ぐ
つ
と
く
る
も
の
が
あ
つ
た
ら
し
く
」、「
さ
よ
な
ら
、

侵
略
小
爺
（
侵
略
者
の
若
旦
那
）」
と
返
し
た
と
い
う
。
和
久
田
は
当
時

の
日
本
と
中
国
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
描
く
（
傍
線
引
用
者
、以
下
同
じ
）。

　

日
本
が
少
く
と
も
現
在
支
那
よ
り
は
全
て
に
た
ち
ま
さ
つ
た
国
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
自
他
と
も
に
許
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
支
那
に
対
す
る
日
本
の
態
度
は
指
導
的
で
あ
る
と
云
つ

て
も
間
違
ひ
は
な
い
と
思
ふ
。
支
那
と
し
て
は
其
れ
を
ひ
ど
く
嫌
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
而
し
そ
の
外
交
な
る
も
の
は
如
何
な
る
功
を

奏
し
た
で
あ
ら
う
か
、
我
が
外
交
に
対
す
る
不
満
等
と
い
ふ
文
章

が
公
然
と
発
表
さ
れ
る
程
日
支
間
の
齟
齬
は
日
々
に
拡
大
さ
れ
て
ゆ

く
、
即
ち
善
く
云
へ
ば
、
日
本
の
誠
意
有
る
指
導
に
支
那
は
随
は
な
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八

い
の
で
あ
り
、
悪
く
云
へ
ば
、
日
本
の
指
導
的
な
る
も
の
が
支
那
に

と
つ
て
は
有
難
迷
惑
と
云
ふ
か
、
余
計
な
お
せ
つ
か
い
と
で
も
云
ふ

か
、
と
も
か
く
萬
の
助
言
よ
り
も
一
つ
の
実
行
、
特
殊
条
約
の
ど
れ

か
一
つ
で
も
取
り
下
げ
て
も
ら
ひ
た
い
、
と
横
を
向
く
の
で
あ
る
。

　

日
本
側
に
立
っ
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
中
国
側
の
不
満
を
見
落
と
さ
ず

書
き
込
ん
で
い
る
点
、
和
久
田
は
か
な
り
柔
軟
な
視
点
を
持
っ
て
い
た
。

同
じ
「
香
港
雑
信
」
に
は
、
隣
家
の
三
つ
に
な
る
女
の
子
の
、
た
っ
た
一

つ
歌
え
る
歌
が
、
義
勇
軍
行
進
曲
で
、
和
久
田
の
顔
を
見
る
と
回
ら
ぬ
舌

で
歌
う
、と
記
す
。
こ
の
曲
は
、「
政
府
の
集
合
で
、学
校
で
、或
は
公
園
で
、

劇
場
で
、
事
変
以
来
唄
ひ
尽
く
さ
れ
て
尚
唄
は
れ
て
ゐ
る
」。
そ
の
理
由

と
し
て
、
歌
詞
が
「
支
那
側
の
口
頭
禅
た
る
民
族
抗
戦
と
い
ふ
意
識
を
端

的
に
表
現
」
し
て
お
り
、
そ
の
爆
発
的
流
行
は
「
支
那
の
抗
日
過
程
を
其

の
ま
ゝ
物
語
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
和
久
田
は
の
ち
に
日
本
占
領
下
の
香
港
で
、
軍
報

道
部
芸
能
班
の
班
長
と
し
て
活
動
し
た
。
た
だ
し
、
和
久
田
が
芸
能
関
係

の
対
策
に
関
わ
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
香
港
が
日
本
に
よ
っ

て
占
領
さ
れ
て
以
降
で
は
な
い
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
五
月

十
六
／
十
七
日
夕
刊
に
、「
支
那
の
映
画
戦
線
」（
上
下
）な
る
記
事
が
あ
る
。

「
事
変
以
前
か
ら
南
支
に
あ
り
最
近
帰
朝
し
た
前
海
軍
嘱
託
和
久
田
幸
助

氏
」
に
聞
い
た
、
と
い
う
も
の
で
、
和
久
田
は
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

支
那
の
民
衆
位
芸
術
―
―
音
楽
や
芝
居
映
画
を
好
む
者
は
な
い
で

せ
う
が
、
そ
の
芸
術
が
目
下
の
状
態
で
は
殆
ど
全
部
が
抗
日
な
の
で

す
か
ら
憂
慮
す
べ
き
で
す
。
私
は
文
化
工
作
は
先
づ
、
こ
の
抗
日
芸

術
戦
線
を
ブ
チ
壊
し
て
、
正
し
い
意
識
の
下
に
つ
く
ら
れ
た
芸
術
を

支
那
の
民
衆
に
与
へ
る
事
だ
と
信
じ
て
ゐ
ま
す
。

　

和
久
田
の
肩
書
は
「
前
海
軍
嘱
託
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
著
書
に
記
さ

れ
た
略
歴
の
う
ち
、
こ
れ
が
南
支
那
派
遣
軍
艦
「
嵯
峨
」
の
通
訳
を
指
す

の
か
、
も
し
く
は
香
港
総
領
事
館
の
嘱
託
や
外
務
省
書
記
生
を
指
す
の
か
、

判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
三
九
年
五
月
の
段
階
で
、

新
聞
社
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

和
久
田
は
粤
劇
以
外
に
映
画
も
数
多
く
見
て
き
た
が
、
そ
れ
に
は
多
く

の
抗
日
映
画
が
含
ま
れ
て
い
た
。
戦
後
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
満
州
事
変

以
後
、
中
国
の
映
画
界
か
ら
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
抗
日
抗
戦
映
画
が

作
ら
れ
た
。
抗
日
を
表
面
に
売
ら
な
い
ま
で
も
、
民
族
の
団
結
と
統
一
を

謳
わ
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
れ
は
、
日
中
戦
争
の
拡
大
、
長
期
化
と
共

に
、
日
一
日
と
熾
烈
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
（
ノ
ー
ト
「
抗
日
昨
今
」

九
五
頁
）。
こ
こ
で
い
う
「
抗
日
抗
戦
映
画
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

指
す
の
だ
ろ
う
か
。

　

韓
燕
麗
の
論
文
「
国
防
映
画
運
動
と
は
何
か
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一

年
の
満
洲
事
変
後
、
民
間
の
映
画
会
社
が
抗
戦
映
画
を
撮
り
始
め
た
が
、
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九

本
格
化
す
る
の
は
、
国
民
党
政
府
が
お
墨
付
き
を
与
え
る
三
六
年
以
降
だ

と
い
う
。
戦
前
中
国
の
映
画
は
上
海
を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
た
が
、
日
中

戦
争
開
戦
後
、
三
七
年
十
一
月
に
租
界
を
除
く
上
海
が
陥
落
し
、
多
く
の

映
画
人
が
内
陸
の
武
漢
・
重
慶
や
、
英
国
植
民
地
の
香
港
へ
と
逃
れ
た
。

香
港
は
上
海
に
代
わ
り
映
画
産
業
の
中
心
地
と
な
り
、
広
東
語
の
国
防
映

画
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た（
八
）。

和
久
田
が
見
た
「
抗
日
抗
戦
映
画
」
と
は
、
こ

の
国
防
映
画
を
指
す
。

　

回
想「
三
十
年
ぶ
り
の
排
日
抗
日
の
大
波
」（
続
、二
二
四
頁
）に
よ
れ
ば
、

総
領
事
館
に
勤
め
て
い
た
和
久
田
は
あ
る
日
、
総
領
事
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、

中
国
映
画
、
特
に
抗
日
映
画
に
詳
し
い
か
、
と
質
問
さ
れ
る
。
抗
日
映
画

で
は
、
日
本
兵
が
略
奪
や
強
姦
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
軍
が
無
差
別
爆
撃

を
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。
総
領
事
は
和
久
田
に
対
し
、
抗
日
映
画

に
対
抗
し
て
、
日
本
側
が
発
行
す
る
中
国
語
新
聞
紙
上
で
、
映
画
評
の
形

を
用
い
て
、「
わ
が
皇
軍
は
、
絶
対
、
そ
ん
な
野
蛮
行
為
は
行
わ
な
い
と

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
遂
行
し
て
ほ
し
い
、
と
依
頼
し
て
き
た
と
い
う
。

　

命
を
受
け
た
和
久
田
は
、「
抗
日
抗
戦
映
画
の
御
用
批
評
家
」
を
一
年

ほ
ど
務
め
た
が
、
し
か
し
、「
そ
れ
も
今
で
は
、
ど
す
黒
い
思
い
出
と
な
っ

て
、
私
の
心
の
中
に
、
重
く
よ
ど
ん
で
い
る
」（
続
「
三
十
年
ぶ
り
の
排

日
抗
日
の
大
波
」
二
二
六
頁
）。『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
一
九
三
九
年
の
記

事
は
、
こ
の
「
御
用
批
評
家
」
時
代
に
一
時
帰
国
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、『
日
本
占
領
下
香
港
で
何
を
し
た
か
』（
前
掲
）
で
は
、
日
本
の

香
港
攻
略
の
一
年
ほ
ど
前
、
頼
ま
れ
て
広
州
の
「
日
本
華
南
文
化
協
会
」

で
中
国
語
雑
誌
の
編
集
を
し
て
い
た
、
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
「
日
本

華
南
文
化
協
会
」
と
は
、
一
九
四
〇
年
、
南
京
に
本
部
の
「
総
会
」
を
置

い
て
設
立
さ
れ
た
、
中
日
文
化
協
会
の
華
南
支
部
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る（
九
）。

　

和
久
田
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ほ
と
ん
ど
全
部

の
抗
日
映
画
を
見
た
、
と
い
い
、
登
場
す
る
日
本
人
に
誇
張
が
あ
る
と
指

摘
し
、
特
に
上
海
で
作
ら
れ
た
「
木
蘭
従
軍
」
の
よ
う
に
、「
外
見
ジ
ャ

ン
ダ
ー
ク
の
や
う
な
女
丈
夫
を
扱
つ
た
昔
噺
を
主
題
に
し
た
も
の
で
す

が
、
底
意
は
立
派
な
抗
日
映
画
」
に
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
述
べ
る
。

し
か
し
今
や
広
州
も
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
以
上
、香
港
の
映
画
界
も
「
今

迄
の
や
う
な
こ
け
お
ど
し
に
似
た
抗
戦
映
画
で
は
、
ど
ん
な
愚
民
も
欺
瞞

し
難
い
こ
と
が
明
白
」
と
な
る
だ
ろ
う
、と
一
方
的
な
希
望
的
観
測
を
語
っ

た
。

　

さ
ら
に
こ
の
時
期
の
和
久
田
の
活
動
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、『
日

本
映
画
』
に
寄
稿
し
た
、「
重
慶
・
香
港
の
映
画
界
」（
一
九
四
一
年
十
月
）、

「
重
慶
・
香
港
の
抗
日
映
画
を
衝
く
」（『
日
本
映
画
』
一
九
四
二
年
一
月
）

が
あ
る
。
韓
論
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
篇
だ
が
、重
慶
と
香
港
で
続
々

製
作
さ
れ
て
い
る
抗
日
映
画
を
紹
介
し
つ
つ
、
両
地
、
こ
と
に
香
港
の
映

画
界
が
、「
政
府
の
指
導
と
文
化
人
の
側
面
的
啓
蒙
に
よ
つ
て
、
漸
次
映

画
の
持
つ
文
化
的
、国
家
的
使
命
を
自
覚
し
、遂
に
は
現
在
の
や
う
な
「
娯

楽
」「
芸
術
」
に
「
教
育
」「
建
設
」
を
加
へ
た
優
秀
作
品
を
生
む
や
う
に
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一
〇

な
つ
た
」
と
、
中
国
映
画
界
の
「
死
物
狂
ひ
な
努
力
」
を
説
く
と
と
も
に
、

返
す
刀
で
、
日
本
の
映
画
の
自
覚
の
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
。

　

先
の
「
香
港
雜
信
」
に
記
さ
れ
た
、
日
中
関
係
に
関
す
る
観
察
は
、「
重

慶
・
香
港
の
映
画
界
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
次
の
一
文
と
呼
応
し
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
余
り
好
意
を
持
た
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
指
導
者
を
自
任
す

る
Ａ
と
い
ふ
男
が
、
海
の
彼
方
か
ら
突
然
や
つ
て
来
て
、
Ｂ
女
史
の

肩
を
叩
き
、「
お
い
、
結
婚
し
や
う
」
で
は
、
絶
対
に
解
決
は
不
可

能
で
あ
る
。
Ｂ
女
史
に
、
Ａ
の
生
活
、
思
想
、
目
的
を
判
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
Ａ
に
対
す
る
彼
女
の
愛
情
を
喚
起

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
Ａ
は
も
う
四
年
近
く
も
Ｂ
女
史

の
肩
を
叩
き
続
け
て
ゐ
る
が
、
Ｂ
女
史
は
依
然
と
し
て
そ
つ
ぽ
を
向

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
女
史
の
そ
っ
ぽ
を
向
く
原
因
に
は
、
第
三

者
の
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
が
大
い
に
関
係
し
て
ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

当
事
者
の
Ａ
氏
、
Ｂ
女
史
の
間
に
、
結
婚
の
第
一
段
階
第
一
歩
で
あ

る
根
本
的
な
相
互
理
解
と
愛
情
へ
の
真
剣
な
努
力
が
始
め
ら
れ
て
ゐ

な
い
と
い
ふ
こ
と
が
最
大
原
因
で
あ
る
。

　

当
然
な
が
ら
Ａ
は
日
本
、
Ｂ
女
史
は
中
国
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
日
本

の
中
国
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

も
う
一
篇
の
「
重
慶
・
香
港
の
抗
日
映
画
を
衝
く
」
は
、
重
慶
や
香

港
の
映
画
人
が
「
此
の
超
非
常
時
に
ど
の
程
度
の
覚
悟
を
も
つ
て
彼
等

の
映
画
事
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
か
」
を
語
る
。
湯
暁
丹
（
一
九
一
〇
―

二
〇
一
二
年
）
と
い
う
監
督
の
文
章
を
訳
し
て
長
く
引
用
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
、「
現
在
の
香
港
映
画
界
は
、（
中
略
）「
光
明
期
」
に
達
し
た
と

云
へ
や
う
。
こ
れ
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
我
々
祖
国
全
体
の
進
歩
、
我
々
中

国
人
全
体
の
自
覚
に
よ
る
結
果
に
外
な
ら
な
い
」、「
我
々
は
此
の
機
会
に

こ
そ
、
総
て
を
再
検
討
し
、
国
家
至
上
と
勝
利
を
信
念
化
し
て
、
慌
て
ず
、

迷
わ
ず
、
飽
迄
映
画
を
国
家
的
、
民
族
的
事
業
に
高
め
る
と
同
時
に
、
各

地
の
映
画
界
と
連
絡
を
緊
密
に
し
て
、
一
致
団
結
、
来
る
べ
き
困
苦
と
闘

争
に
備
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
文
言
が
延
々
並
ぶ
。
監
督
の

引
用
に
続
け
て
、映
画
俳
優
た
ち
の
決
意
を
訳
出
し
て
お
り
、「
我
々
は
「
中

国
人
不
打
中
国
人
」
と
い
う
一
句
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」、「
漢
奸
と
い

ふ
の
は
ね
、
自
分
が
中
国
人
で
あ
り
な
が
ら
中
国
に
害
を
与
へ
る
奴
の
こ

と
な
ん
だ
よ
」
と
い
っ
た
台
詞
が
あ
る
。
一
文
の
意
図
は
日
本
の
映
画
人

に
自
覚
を
促
す
こ
と
に
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
あ
た
か
も
中
国
人
の
抗
戦

の
覚
悟
を
訴
え
る
ご
と
き
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

　

映
画
の
持
つ
威
力
と
使
命
を
考
へ
た
時
、
僕
は
日
本
の
映
画
人
が

一
刻
も
早
く
内
に
ひ
め
た
情
熱
を
燃
へ
上
ら
せ
て
く
れ
ゝ
ば
と
考
へ

る
。
そ
し
て
抗
戦
側
映
画
人
が
、
彼
等
の
主
義
か
ら
飽
迄
抗
戦
映
画

を
作
る
と
い
ふ
な
ら
ば
、
我
々
は
我
々
の
主
義
、
日
華
、
東
亜
団
結

の
必
然
性
を
映
画
と
し
て
、
抗
戦
中
国
人
、
又
広
く
東
亜
の
人
々
に

呼
び
か
け
、
彼
等
を
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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や
が
て
和
久
田
は
日
本
占
領
下
の
香
港
で
、
こ
れ
ら
監
督
俳
優
た
ち
に

対
し
文
化
工
作
を
行
う
が
、
前
途
の
困
難
を
自
ら
予
言
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
和
久
田
が
総
領
事
の
依
頼
で
執
筆
し
た
と
い
う
映
画
評
は
、
現
在

発
見
で
き
て
お
ら
ず
内
容
は
不
明
だ
が
、
日
本
占
領
下
の
広
州
で
の
工
作

経
験
は
、
香
港
で
の
活
動
に
な
に
が
し
か
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
と
は
い
え
、
目
睹
の
可
能
な
記
事
か
ら
、
領
事
館
の
宣
伝
工
作
に

従
事
し
て
い
て
も
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
高
圧
的
な
姿
勢
に
内
心
疑
問

を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
和
久
田
は
「
暴
支
膺
懲
」
を
声
高

に
叫
ぶ
よ
う
な
日
本
人
と
や
や
異
な
る
姿
勢
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
そ
れ
は

一
九
三
四
年
の
華
南
体
験
以
来
、
一
貫
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

和
久
田
は
や
が
て
外
務
省
勤
務
を
や
め
る
が
（
続
「
新
馬
師
曽
と
私
」

一
六
三
頁
）、
一
九
四
一
年
十
一
月
、
所
用
で
す
で
に
日
本
の
占
領
地
と

な
っ
て
い
た
広
州
へ
赴
い
た
際
に
、
軍
報
道
部
か
ら
出
頭
を
命
じ
ら
れ
る
。

そ
の
ま
ま
徴
用
さ
れ
、
広
州
に
足
止
め
さ
れ
た
。
十
二
月
七
日
夜
、
香
港

攻
略
へ
向
か
う
軍
に
従
う
よ
う
指
示
さ
れ
て
、
そ
の
目
的
を
理
解
す
る

（
ノ
ー
ト
「
わ
が
友
・
蒒
覚
先
」）。
和
久
田
の
起
用
に
つ
い
て
、
香
港
領

事
館
と
軍
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
情
報
の
共
有
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。

四
　
日
本
占
領
下
香
港
で
の
活
動

　

一
九
四
一
年
十
二
月
に
始
ま
る
、
日
本
軍
に
よ
る
香
港
占
領
期
、
和
久

田
幸
助
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
邱
淑
婷
『
香
港
・

日
本
映
画
交
流
史
』（
前
掲
）
な
ど
の
研
究
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
こ
こ
で
は
、
和
久
田
の
回
想
を
用
い
て
そ
の
内
心
を
描
い
て
み
る
が
、

後
年
の
回
想
の
限
界
が
あ
る
点
は
留
保
し
て
お
き
た
い
。

　

香
港
占
領
軍
は
国
内
で
徴
用
し
て
き
た
、
新
聞
社
や
放
送
局
の
記
者
・

職
員
を
、
新
聞
班
や
放
送
班
と
し
て
組
織
し
た
。
さ
ら
に
演
劇
・
映
画
・

芸
能
・
劇
場
を
管
轄
す
る
芸
能
班
を
設
け
、
和
久
田
を
班
長
に
任
じ
た
。

　

戦
争
中
、
日
本
軍
が
香
港
を
占
領
し
た
時
、
私
は
数
少
な
い
広
東

語
の
専
攻
者
と
し
て
、
軍
に
徴
用
さ
れ
、
映
画
演
劇
界
の
処
理
を
担

当
さ
せ
ら
れ
た
。
香
港
を
含
め
て
、
広
東
省
と
華
僑
の
住
む
東
南
ア

ジ
ア
一
帯
は
、
広
東
語
圏
で
あ
り
、
広
東
の
映
画
演
劇
は
、
広
東
語

が
判
ら
な
け
れ
ば
、
全
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 

ノ
ー
ト
「
中
国
人
と
交
際
す
る
法
」
一
二
二
頁

　

私
の
所
へ
は
、
広
東
語
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
処
理
不
可
能
な
部
門

の
全
部
、
す
な
わ
ち
広
東
語
の
映
画
、
演
劇
に
は
じ
ま
り
、
文
学
、

詩
歌
、
音
楽
な
ど
な
ど
芸
術
、
芸
能
関
係
の
総
て
が
持
ち
こ
ま
れ
、

軍
報
道
部
内
に
新
聞
班
等
と
共
に
設
け
ら
れ
た
芸
能
班
の
班
長
に
否
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二

応
な
く
就
任
さ
せ
ら
れ
て
、
直
ち
に
そ
の
処
理
の
開
始
を
命
じ
ら
れ

た
の
だ
っ
た
。
そ
の
処
理
と
は
長
年
に
わ
た
る
排
日
抗
日
の
否
定
と
、

大
東
亜
建
設
の
宣
伝
だ
が
、（
中
略
）
当
時
、
ま
だ
、
ほ
ん
の
若
造

だ
っ
た
二
十
五
歳
を
出
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ
て
、
突
如
と
し
て
日

本
軍
占
領
下
の
住
人
と
な
り
、
職
も
収
入
も
失
っ
た
香
港
芸
術
、
芸

能
界
数
千
人
の
生
活
相
談
に
の
る
だ
け
で
も
荷
が
重
き
に
過
ぎ
、
そ

の
重
圧
に
ひ
し
が
れ
て
、
と
ま
ど
い
の
日
々
を
送
る
は
め
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。

 

最
新
「
天
安
門
流
血
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
一
五
頁

　

和
久
田
の
仕
事
始
め
は
、
香
港
占
領
軍
が
管
理
し
て
い
た
米
の
配
給

だ
っ
た
。
軍
が
差
し
押
さ
え
た
た
め
、
香
港
市
民
は
極
端
な
食
糧
不
足
に

直
面
し
た
。
広
東
語
が
話
せ
て
、
粤
劇
や
映
画
に
詳
し
か
っ
た
和
久
田
は
、

こ
の
米
配
給
に
よ
り
、
香
港
の
芸
能
関
係
者
の
信
用
を
得
る
。

　

日
本
が
占
領
し
た
当
時
の
香
港
に
は
、
先
に
陥
落
し
た
北
京
や
広
州
、

上
海
か
ら
、
映
画
演
劇
の
関
係
者
が
数
多
く
逃
げ
て
き
て
い
た
。
粤
劇
の

大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
和
久
田
は
、
芸
能
班
の
仕
事
を
進
め
る
上
で
、
役
者
や
映

画
俳
優
、
監
督
に
協
力
を
求
め
た
。
協
力
を
求
め
た
相
手
に
は
、
粤
劇
の

名
優
だ
っ
た
蒒
覚
先
（
一
九
〇
四
―
五
六
年
）、
新
馬
師
曽
（
一
九
一
六
― 

九
七
年
）、
広
東
語
映
画
（
粤
語
片
）
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
呉
楚
帆

（
一
九
一
一
―
九
三
年
）、広
東
人
の
大
女
優
胡
蝶
（
一
九
〇
八
―
八
九
年
）、 

京
劇
の
名
優
で
香
港
に
難
を
逃
れ
て
い
た
梅
蘭
芳
（
一
八
九
四
―

一
九
六
一
年
）
ら
が
い
る
。
和
久
田
は
彼
ら
と
の
交
流
を
、「
わ
が
友
蒒

覚
先
」（
ノ
ー
ト
）、「
新
馬
師
曽
と
私
」（
続
）、「
友
あ
り
―
呉
楚
帆
」（
続
）、

「
梅
蘭
芳
と
胡
蝶
」（
続
続
）
等
に
描
い
た
。

　

芸
能
班
長
と
し
て
の
和
久
田
は
、
こ
れ
ら
演
劇
映
画
関
係
者
に
対

し
、
次
の
よ
う
な
条
件
を
提
案
し
た
と
い
う
（
続
「
友
あ
り
―
呉
楚
帆
」

一
九
〇
頁
）。

一 　

日
本
の
唱
え
る
大
東
亜
共
栄
圏
は
、
孫
文
先
生
の
亜
細
亜
主
義

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、
世
界
の
真
の
平
等
と
平
和
の
実
現
は
、
ま

ず
日
本
と
中
国
が
中
心
と
な
っ
て
白
人
の
世
界
支
配
か
ら
抜
け
出

し
、
亜
細
亜
の
復
興
を
計
る
以
外
に
道
は
な
い
事
。

一 　

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
対
し
て
行
な
っ
て
き

た
も
ろ
も
ろ
の
試
行
錯
誤
と
侵
略
行
為
を
深
く
反
省
し
、
今
日
以

後
は
平
等
互
恵
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
孫
文
先
生
の
意
を
体
し
、

共
に
手
を
た
ず
さ
え
、
亜
細
亜
の
復
興
に
当
た
る
事
。

一 　

し
た
が
っ
て
、
協
力
者
で
あ
る
中
国
人
の
生
命
、
財
産
を
保
護

し
、
自
由
を
尊
重
す
る
事
。

一 　

そ
の
自
由
と
は
、
も
し
日
本
に
協
力
し
た
結
果
、
日
本
の
政
策

や
行
政
に
あ
き
た
ら
ず
、
重
慶
（
時
の
中
国
政
府
の
所
在
地
）
側

に
行
く
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、
そ
の
希
望
実
現
を
は
ば
ま
な
い
。

す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
行
動
の
自
由
を
保
証
す
る
事
。
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和
久
田
の
提
案
が
中
国
人
の
関
係
者
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

『
胡
蝶
回
憶
録
』（
前
掲
）
か
ら
も
わ
か
る
。
日
本
軍
の
手
先
と
は
い
え
、

広
東
語
を
話
す
「
中
国
通
」
和
久
田
の
訪
問
を
受
け
、
日
中
の
平
等
な
立

場
か
ら
の
協
力
、
生
命
や
財
産
の
保
護
、
重
慶
へ
去
る
こ
と
も
含
め
た
自

由
の
尊
重
、
の
三
条
件
を
提
示
さ
れ
た
胡
蝶
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

私
は
和
久
田
が
悪
人
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
無
条
件
と
は
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
に
は
条
件
が

あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
ら
の
良
心
を
売
り
渡
し
、
自
ら
の
民
族
を
裏
切

る
こ
と
だ
と
知
っ
て
も
い
た
。
侵
略
者
と
被
侵
略
者
の
間
に
ど
ん
な

平
等
が
存
在
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
生
命
や
財
産
の
保
護
や
、

個
人
の
自
由
の
尊
重
な
ど
交
換
条
件
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
私

と
有
声
〔
＝
夫
の
潘
有
声
〕
は
侵
略
者
の
慈
悲
に
す
が
る
こ
と
に
希

望
を
託
す
つ
も
り
な
ど
全
く
な
か
っ
た
。
そ
う
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

の
ち
に
日
本
軍
の
警
戒
を
避
け
て
、
香
港
を
離
れ
、
大
後
方
へ
と
逃

げ
る
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。
（
一
〇
）

　

渋
々
協
力
し
た
関
係
者
だ
が
、
日
本
と
の
協
力
は
当
然
な
が
ら
上
辺
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
和
久
田
に
表
面
上
協
力
の
姿
勢
を
見
せ
た
香
港
の
映
画

演
劇
人
た
ち
は
、機
会
を
捕
ま
え
て
は
香
港
か
ら
脱
出
し
、重
慶
へ
と
去
っ

た
。

　

芸
能
班
の
仕
事
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
占
領
行
政
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
な
の
で
、
間
に
立
っ
た
私
が
、
ど
ん
な
に
公
平
を
旨

と
し
、
戦
勝
者
の
奢
り
を
見
せ
ま
い
と
苦
心
し
て
も
、
軍
当
局
に
は

決
し
て
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
い
の
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
中
国
人

た
ち
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
、
大
き
な
不
満
を
買
っ
た
に
ち
が
い
な
い

の
で
あ
る
。
結
果
は
日
中
合
作
ど
こ
ろ
か
、
協
力
し
て
く
れ
た
中
国

人
の
ほ
と
ん
ど
が
反
日
家
と
な
り
、
遂
に
は
、
日
中
戦
争
と
い
う
泥

沼
の
中
で
、
日
本
軍
は
敗
戦
の
憂
目
を
み
る
に
至
る
の
だ
が
、
五
人

の
顧
問
の
場
合
も
、
全
く
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

　

五
人
の
顧
問
た
ち
が
、
わ
れ
わ
れ
日
本
側
に
あ
い
そ
を
つ
か
し
、

重
慶
側
に
逃
げ
出
し
た
日
ま
で
、
う
か
つ
に
も
私
は
、
そ
ん
な
気
配

の
あ
る
こ
と
に
、
全
然
気
づ
か
な
か
っ
た
。

 

ノ
ー
ト
「
中
国
人
と
交
際
す
る
法
」
一
二
四
―
五
頁

　

戦
後
に
な
っ
て
和
久
田
は
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
。
自
ら
の
提
示
し
た

条
件
を
受
け
入
れ
、
一
時
で
も
協
力
し
て
く
れ
た
が
た
め
に
、「
漢
奸
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
人
々
が
い
た
。「
私

が
正
当
だ
と
信
じ
て
提
示
し
た
三
つ
の
条
件
は
、
そ
の
人
々
を
、
た
と
え

よ
う
も
な
い
辛
苦
の
道
に
追
い
や
る
「
甘
言
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
続

続
「
梅
蘭
芳
と
胡
蝶
」
三
六
頁
）。

　

大
女
優
の
胡
蝶
は
『
胡
蝶
遊
東
京
』
の
撮
影
を
迫
ら
れ
、「
決
し
て
侵

略
軍
の
看
板
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
こ
れ
は
原
則
問
題
だ
」
と
考
え
、
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一
四

一
九
四
二
年
、
香
港
を
脱
出
し
た

（
一
一
）。
逃
亡
を
知
っ
た
東
京
の
参
謀
本
部
は

激
怒
し
、
問
責
の
形
で
香
港
総
督
部
へ
と
通
達
さ
れ
、
幹
部
職
員
だ
っ
た

和
久
田
の
責
任
が
問
わ
れ
た
と
い
う
（
続
続
「
梅
蘭
芳
と
胡
蝶
」
三
四
頁
）。

和
久
田
が
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
薛
覚
先
は
、
香
港
で
一
年
以
上
舞
台
に
立
っ

た
の
ち
、
マ
カ
オ
巡
業
を
願
い
出
て
、
そ
の
ま
ま
重
慶
へ
と
去
っ
た
。
こ

の
折
も
和
久
田
は
逃
亡
を
助
け
た
責
任
を
問
わ
れ
た
と
い
う
（『
日
本
占

領
下
香
港
で
何
を
し
た
か
』
前
掲
、
四
七
頁
）。

　

和
久
田
は
し
ば
し
ば
公
然
と
、
こ
ん
な
や
り
方
で
は
大
東
亜
共
栄
圏
は

も
ち
ろ
ん
、
中
国
人
と
の
提
携
も
不
可
能
だ
、
と
口
に
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
日
本
の
憲
兵
隊
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
、
和
久
田
に
理
解
を
示
し
て

い
た
「
参
謀
長
」
が
転
任
す
る
や
、
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
（『
日
本
占
領

下
香
港
で
何
を
し
た
か
』
前
掲
、
五
六
頁
）。

　

ス
パ
イ
補
助
罪
、
通
敵
罪
な
ど
と
い
う
罪
名
を
着
せ
ら
れ
た
私
は
、

本
来
な
ら
死
刑
な
ん
だ
ぞ
、
と
の
の
し
ら
れ
な
が
ら
も
、
死
一
等
を

減
じ
ら
れ
て
永
久
追
放
と
な
り
、
日
本
内
地
に
送
還
さ
れ
、
東
京
の

警
視
庁
外
事
課
の
再
審
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

 

続
「
友
あ
り
―
―
呉
楚
帆
」
一
九
五
頁

　

和
久
田
が
い
つ
日
本
に
送
還
さ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

一
九
四
三
年
秋
、
上
海
を
訪
れ
た
際
に
は
、
梅
蘭
芳
が
ホ
テ
ル
を
訪
ね
て

き
て
、
自
宅
で
夕
食
を
も
て
な
さ
れ
、
大
世
界
へ
案
内
さ
れ
て
京
劇
を
見

た
と
い
う
（
続
「
中
国
へ
の
手
紙
」
二
一
頁
）。
ま
た
、
和
久
田
に
理
解

を
示
し
た
「
参
謀
長
」
と
は
、
香
港
占
領
地
総
督
部
の
二
代
目
参
謀
長
、

菅
波
一
郎
を
指
す
と
思
わ
れ
、
任
期
は
一
九
四
二
年
十
一
月
か
ら
四
四
年

六
月
だ
っ
た
。
よ
っ
て
和
久
田
が
送
還
さ
れ
る
の
は
、
早
く
と
も
こ
の

月
以
降
と
な
る
。
和
久
田
は
占
領
地
総
督
の
磯
谷
廉
介
（
一
八
八
六
―

一
九
六
七
年
）
に
は
反
感
を
持
っ
て
い
た
（『
日
本
占
領
下
香
港
で
何
を

し
た
か
』
前
掲
）。

　

和
久
田
の
香
港
に
お
け
る
演
劇
映
画
界
へ
の
工
作
が
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
邱
淑
婷
『
香
港
・
日
本

映
画
交
流
史
』（
前
掲
）
は
、
工
作
の
現
場
に
は
ま
だ
二
十
代
の
若
い
和

久
田
一
人
し
か
お
ら
ず
、
ま
た
和
久
田
が
映
画
人
で
な
か
っ
た
点
か
ら
、

香
港
映
画
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
小
さ
さ
を
指
摘
し
て
い
る
（
三
九
頁
）。

和
久
田
は
日
中
戦
争
開
戦
後
、
ま
ず
総
領
事
館
勤
務
者
と
し
て
映
画
界
に

お
け
る
対
中
工
作
を
経
験
し
た
上
で
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
、
香
港
占
領

軍
報
道
部
の
芸
能
班
長
と
し
て
活
動
し
た
。
し
か
し
、
広
東
語
を
話
し
、

粤
劇
や
映
画
が
趣
味
と
い
う
だ
け
の
青
年
に
、
た
と
え
一
定
の
権
力
や
活

躍
の
場
が
与
え
ら
れ
て
も
、
ど
の
程
度
の
仕
事
が
で
き
た
か
と
い
う
と
、

疑
わ
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
、
北
京
や
ド
イ
ツ
へ
の
留
学

経
験
が
あ
り
、
プ
ロ
の
映
画
人
だ
っ
た
川
喜
多
長
政
（
一
九
〇
三
―
八
一

年
）
の
、
上
海
で
の
活
動
と
比
べ
る
の
は
、
や
や
酷
と
い
え
る
（
一
二
）。
演
劇
人

に
対
し
大
甘
の
和
久
田
を
手
先
と
し
た
、
下
手
な
工
作
を
避
け
て
、
映
画

人
た
ち
が
香
港
を
続
々
と
無
事
脱
出
し
た
こ
と
が
、
最
大
の
成
果
と
い
え
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一
五

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

和
久
田
の
回
想
で
も
多
く
の
部
分
を
占
め
る
の
が
、
日
本
占
領
下
の
香

港
に
お
け
る
、
日
本
軍
の
暴
政
に
関
す
る
記
憶
で
あ
る
。

　

私
は
、
日
中
事
変
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
に
か
け
て
、
十

年
間
を
広
州
、
香
港
に
暮
し
、
広
東
語
を
専
攻
し
て
い
た
せ
い
で
、

丁
度
、
日
本
人
と
広
東
人
の
中
間
に
い
る
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ

た
の
で
、
広
州
や
香
港
の
中
国
人
た
ち
が
、
勝
利
者
で
あ
り
、
暴
君

で
あ
っ
た
日
本
人
を
、
ど
う
見
て
き
た
か
、
少
し
は
理
解
し
て
る
つ

も
り
で
あ
る
。

 

ノ
ー
ト
「
香
港
へ
行
っ
た
ら
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
」
五
八
頁

　

そ
の
中
身
は
、「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
や
『
日
本
占
領
下
香
港
で
何

を
し
た
か
』（
前
掲
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
広
東
語
と
粤
劇
が
大

好
き
な
、
人
の
い
い
日
本
人
青
年
が
、
戦
争
の
最
中
に
留
学
し
た
こ
と
で
、

外
交
や
軍
の
手
先
と
な
り
、
の
ち
の
ち
強
く
後
悔
す
る
任
務
に
手
を
染
め

る
。
戦
後
の
悔
恨
の
な
か
、
中
国
に
対
す
る
観
察
を
、
自
ら
の
経
験
を

語
り
つ
つ
記
し
た
の
が
、「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
の
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。

時
代
が
違
っ
て
い
れ
ば
、
希
代
の
京
劇
通
だ
っ
た
辻
聴
花
の
向
こ
う
を
張

る
、
粤
劇
通
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
戦
前
の
広
州
や
香
港
を
知
る

絶
好
の
読
み
物
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
際

会
し
た
時
代
の
抗
い
が
た
さ
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に
　
戦
後
の
交
流

　

和
久
田
幸
助
は
戦
後
、
東
京
に
住
み
、
年
に
数
回
香
港
を
訪
れ
て
旧
友

た
ち
と
交
歓
す
る
の
を
楽
し
み
と
し
た
。
和
久
田
の
著
作
に
生
計
に
言
及

し
た
記
述
が
な
い
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か

不
明
だ
が
、
た
び
た
び
香
港
に
遊
び
、
著
名
画
家
の
絵
画
や
翡
翠
の
指
輪

な
ど
を
購
入
し
、
ま
た
趣
味
で
能
の
近
藤
乾
三
や
狂
言
の
野
村
万
蔵
の
会

の
世
話
な
ど
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
手
元
不
如
意
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ

な
い
。

　

香
港
訪
問
を
重
ね
る
ご
と
に
、「
あ
の
動
乱
辛
苦
の
青
春
時
代
に
友
情

を
あ
た
た
め
合
っ
た
香
港
の
映
画
演
劇
人
達
と
は
、
顔
を
合
わ
せ
る
た
び

に
ま
す
ま
す
親
密
さ
を
深
め
、
彼
等
と
の
隔
意
の
な
い
話
は
、
私
に
と
っ

て
、
中
国
と
中
国
人
を
よ
り
一
層
身
近
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
」（
続
「
友

あ
り
―
―
呉
楚
帆
」
一
九
六
頁
）。
占
領
期
に
知
り
合
っ
た
呉
楚
帆
や
張

瑛
（
一
九
一
九
―
八
四
年
）
と
は
、
香
港
に
行
け
ば
、「
必
ず
旧
交
を
あ

た
た
め
あ
う
仲
」
だ
と
す
る
よ
う
に
（
新
「
香
港
獅
子
会
に
招
か
れ
て
」

一
〇
〇
頁
）、「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
を
読
む
と
、
戦
前
か
ら
の
旧
友
た

ち
が
し
ば
し
ば
登
場
し
、
和
久
田
の
来
港
を
歓
迎
し
て
い
る
。
粤
劇
の
名

優
新
馬
師
曽
は
、
和
久
田
を
初
対
面
の
相
手
に
紹
介
す
る
と
き
は
、
憲
兵

隊
で
救
出
さ
れ
た
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、「
私
の
命
の
恩
人
」
だ
と
語
っ

て
和
久
田
を
赤
面
さ
せ
た
（
続
「
新
馬
師
曽
と
私
」
一
六
九
頁
）。
呉
楚

帆
は
、
和
久
田
が
敬
愛
す
る
洋
画
家
、
林
風
眠
の
香
港
で
の
個
展
に
わ
ざ
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一
六

わ
ざ
同
行
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
絵
を
購
入
す
る
際
に
、
呉
の
顔
で
割

引
さ
れ
た
と
い
う
（
最
新
「
中
国
絵
画
か
ら
生
れ
た
四
つ
の
短
文
」
九
六

頁
）。
同
様
に
、「
私
は
従
前
か
ら
粤
劇
界
に
友
人
知
己
が
多
く
、
香
港
に

行
け
ば
、
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
の
一

つ
に
し
て
い
」
て
、
こ
の
年
の
旧
正
月
訪
れ
た
際
に
は
女
優
の
白
雪
仙

（
一
九
二
六
年
―
）か
ら
招
待
さ
れ
た（『
能
の
素
晴
し
さ 

狂
言
の
面
白
さ
』

前
掲
、九
四
頁
）、と
い
っ
た
記
述
は
和
久
田
の
著
作
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。

　

香
港
の
友
人
た
ち
が
東
京
を
訪
れ
た
際
に
は
歓
迎
し
た
。
胡
蝶
は
戦
後

何
度
か
来
日
し
、
和
久
田
と
会
食
し
た
。
戦
争
中
、
胡
蝶
が
香
港
を
脱
出

し
た
日
、
電
話
が
一
向
に
か
か
ら
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
た
和
久
田
が
、

軍
に
報
告
し
て
探
し
た
も
の
の
、
見
つ
か
ら
ず
、
の
ち
責
任
を
問
わ
れ
た
、

と
胡
蝶
に
語
っ
た
と
い
う
（『
胡
蝶
回
憶
録
』
前
掲
、
一
九
一
頁
）。
和
久

田
の
方
も
こ
の
件
に
つ
い
て
、「
梅
蘭
芳
と
胡
蝶
」（
続
続
）
に
同
内
容
の

記
述
を
残
し
て
い
る
。

　

和
久
田
は
何
人
も
の
友
人
の
息
子
や
娘
を
「
契
仔
」
と
し
た
。
和
久
田

に
よ
れ
ば
契
仔
と
は
、「
広
東
人
の
中
に
あ
る
風
習
の
一
つ
で
、
男
女
を

問
わ
ず
、
或
る
若
者
が
私
を
義
父
に
と
望
ん
だ
時
、
私
が
承
諾
す
れ
ば
、

そ
の
若
者
は
私
の
子
供
同
然
と
な
り
、
以
後
、
契
仔
と
呼
ん
で
、
父
親
的

な
配
慮
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
又
若
者
の
方
も
、
私
を
契
爺
と
尊
称
し
て
、

父
親
並
の
扱
い
を
す
る
」
と
い
う
（
続
「
恐
ろ
し
い
日
本
人
」
一
一
〇
頁
）。

そ
の
中
に
は
、
父
親
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
「
契
女
」
も
い
た
。
和
久
田

が
香
港
に
来
る
と
空
港
に
出
迎
え
、
宿
泊
先
を
提
供
し
、
和
久
田
の
友
人

た
ち
が
来
る
と
歓
迎
し
た
。

　

香
港
占
領
時
、
梅
蘭
芳
と
会
見
す
る
際
に
同
席
し
た
、
左
派
の
映
画
演

劇
人
Ｓ
氏
と
は
、
長
く
友
情
を
積
み
重
ね
た
が
、
梅
蘭
芳
の
息
子
が
香

港
公
演
を
行
っ
た
際
に
は
チ
ケ
ッ
ト
を
用
意
す
る
な
ど
尽
力
し
て
く
れ
、

「
あ
れ
か
ら
、
一
体
何
年
た
っ
た
だ
ろ
う
…
…
四
十
一
年
に
な
る
の
か 

な
ァ
…
…
あ
ん
た
は
日
本
人
、
私
は
中
国
人
…
…
よ
く
、
こ
ん
な
に
永
く
、

仲
良
く
し
て
こ
ら
れ
た
も
ん
だ
ね
」
と
語
っ
た
と
い
う
（
新
「
友
情
と
京

劇
の
醍
醐
味
」
三
三
頁
）。

　
「
日
本
人
が
好
き
だ
」
と
心
か
ら
言
う
中
国
人
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と

記
す
和
久
田
だ
が
、
香
港
の
友
人
た
ち
に
対
し
、「
私
も
日
本
人
だ
け
ど
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
親
し
く
し
て
く
れ
る
の
」
と
質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
あ

ん
た
は
日
本
人
じ
ゃ
な
い
み
た
い
だ
か
ら
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
が
、

広
東
語
話
者
で
あ
る
以
外
に
、
自
身
が
抱
き
つ
づ
け
て
き
た
「
過
去
の
罪

業
を
思
っ
て
の
贖
罪
感
」が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、と
和
久
田
は
推
測
す
る
。

　

私
自
身
は
戦
火
の
中
に
い
て
も
、
中
国
人
に
向
か
っ
て
残
虐
行
為

を
し
た
り
、
戦
勝
者
と
し
て
お
ご
り
高
ぶ
っ
た
お
ぼ
え
は
な
く
、
日

本
人
の
残
虐
行
為
や
戦
勝
者
の
お
ご
り
に
苦
し
み
悩
ま
さ
れ
続
け
た

中
国
の
人
々
の
心
情
と
怨
念
を
、
む
し
ろ
加
害
者
側
な
れ
ば
こ
そ
一

層
深
く
受
け
と
め
、
そ
の
贖
罪
感
を
な
に
か
に
つ
け
て
、
言
葉
や
行

為
の
は
し
ば
し
に
表
わ
そ
う
と
努
め
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

 

新
「
日
本
の
歴
史
教
科
書
検
定
問
題
」
三
八
頁



― 104（17） ―

文　　　化

一
七

　

日
本
の
侵
攻
で
家
族
が
、
友
人
知
人
が
犠
牲
者
と
な
り
、
苦
難
を
強
い

ら
れ
た
人
々
が
、
内
心
ど
う
思
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
は
、
和
久
田

が
「
私
の
中
国
人
ノ
ー
ト
」
で
く
り
返
し
書
い
た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の

人
々
が
、
和
久
田
の
来
港
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
交
流
が
戦
後
長
く
つ
づ
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
心
底
嫌
っ

て
い
た
ら
、
年
に
何
度
も
訪
ね
て
く
る
こ
の
日
本
人
を
、
歓
迎
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
。
人
間
は
、
や
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
も
、
や
ら
れ
た
こ
と

は
忘
れ
な
い
。
和
久
田
の
戦
争
中
の
言
行
が
目
に
余
る
も
の
だ
っ
た
ら
、

い
く
ら
贖
罪
の
姿
勢
が
う
か
が
え
て
も
許
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
今

後
さ
ら
な
る
資
料
発
掘
に
よ
り
、
和
久
田
幸
助
の
華
南
経
験
と
と
も
に
、

戦
前
に
あ
っ
て
稀
な
香
港
人
と
日
本
人
の
交
流
の
実
情
が
よ
り
明
ら
か
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注
　
（
一
） 

相
田
洋
『
シ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
　々

シ
ナ
通
列
伝
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
四
年
）。「
シ
ナ
通
」
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
、「
村
上
知
行
の
〈
北

京
〉」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
九
十
四
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
な
ど
、

石
崎
等
に
一
連
の
論
文
が
あ
る
。
佐
々
木
到
一
な
ど
、
軍
人
の
「
シ
ナ
通
」

に
つ
い
て
は
、
戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

　
（
二
） 

戦
前
の
和
久
田
幸
助
に
対
し
、
中
国
を
南
方
か
ら
観
察
し
た
、
戦
後
の
「
南

中
国
通
」
と
い
え
ば
、
島
尾
伸
三
（
一
九
四
八
年
―
）
が
お
り
、『
香
港
市

民
生
活
見
聞
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
以
降
の
数
多
く
の
中
国
も
の

に
は
濃
厚
な
華
南
の
空
気
が
あ
る
。

　
（
三
） 

の
ち
、
梅
蘭
芳
・
馬
連
良
・
程
硯
秋
『
中
国
戯
劇
大
師
的
命
運　
“
明
月
”

四
十
年
精
品
文
叢
』（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
に
収
録
さ
れ
た
。

　
（
四
） 

ほ
か
に
、
佐
々
木
睦
「『
香
港
攻
略 

英
国
崩
る
る
の
日
』
再
考　

日
本
軍
占

領
下
香
港
に
お
け
る
祝
祭
と
メ
デ
ィ
ア
」（『
人
文
学
報
』
第
四
百
三
十
三
号
、

二
〇
一
〇
年
三
月
）
も
和
久
田
に
言
及
す
る
。

　
（
五
） 

和
久
田
は
「
私
の
辛
亥
革
命
七
十
周
年
」（
続
続
）
で
、
一
九
三
二
年
、
数

え
年
の
十
八
歳
で
、
広
東
広
西
を
旅
行
し
た
、
と
回
想
す
る
（
六
八
頁
）。

も
し
か
す
る
と
、
あ
る
時
点
で
一
九
三
四
年
の
広
東
広
西
旅
行
を
、
三
二
年

の
経
験
と
記
憶
違
い
し
、
そ
の
後
間
違
え
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
六
） 

天
理
大
学
五
十
年
誌
編
纂
委
員
会
編
『
天
理
大
学
五
十
年
誌
』（
天
理
大
学
、

一
九
七
五
年
、
六
〇
―
七
二
頁
）。

　
（
七
） 

和
久
田
以
前
に
広
州
で
留
学
生
活
を
送
っ
た
著
名
な
日
本
人
に
は
、
和
久
田

の
一
回
り
上
の
詩
人
、
草
野
心
平
（
一
九
〇
三
―
八
八
年
）
が
い
る
、
自
伝

『
茫
々
半
世
紀
』（
新
潮
社
、
一
九
八
三
年
）
等
を
参
照
。

　
（
八
） 

韓
燕
麗「
国
防
映
画
運
動
と
は
何
か　

戦
時
中
の
中
国
に
お
け
る
抗
日
を
テ
ー

マ
と
す
る
映
画
の
製
作
に
つ
い
て
」『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研
究　

京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』（
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
五

月
）。

　
（
九
） 

中
日
文
化
協
会
の
南
京
総
会
や
上
海
分
会
に
つ
い
て
は
研
究
が
あ
る
、
大
橋

毅
彦
・
趙
夢
雲
編
『
上
海
中
日
文
化
協
会
研
究
・
序
説　

現
地
新
聞
メ
デ
ィ

ア
掲
載
の
協
会
関
連
記
事
一
覧
』（
非
売
品
、
二
〇
〇
四
年
）、
杉
野
元
子
「
南

京
中
日
文
化
協
会
と
張
資
平
」（『
藝
文
研
究
』
第
八
十
七
号
、
二
〇
〇
四
年

十
二
月
）
な
ど
。

（
一
〇
） 
引
用
は
胡
蝶
『
胡
蝶
回
憶
録
』（
胡
蝶
口
述
、刘
慧
琴
整
理
、文
化
芸
術
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
一
八
九
頁
の
拙
訳
に
よ
る
。

（
一
一
） 

引
用
は
胡
蝶
『
胡
蝶
回
憶
録
』（
前
掲
）、
一
九
〇
頁
の
拙
訳
に
よ
る
。

（
一
二
） 

宜
野
座
菜
央
見
「
映
画
人
・
川
喜
多
長
政
の
戦
略
性　

田
村
俊
子
と
の
対
照
」
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ある日本人の香港体験……大東　和重

一
八

（『
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
十
七
号
、

二
〇
二
〇
年
）
は
、
川
喜
多
の
「
成
功
」
と
和
久
田
の
「
失
敗
」
を
対
比
し

て
い
る
。



― 102（19） ―

文　　　化

一
九

ある日本人の香港体験

――和久田幸助覚書――

大　東　和　重

　戦前の広州や香港に滞在し、戦後その経験を記録に残した日本人に、和久田幸助がいる。
天理外国語専門学校で広東語を学んだ和久田は、一九三四年、初めて華南地方を訪れ、や
がて広州に留学し、一九三七年の日中戦争勃発後、香港へと移動した。一九四一年に太平
洋戦争が勃発すると、香港占領軍に徴用された和久田は、芸能班長として香港支配に関わっ
た。粤劇や映画の愛好者だった和久田は、香港での工作を通じて数多くの中国の演劇・映
画人と交流を持った。戦後香港を度々訪れては、旧交を温め、自らの経験を「私の中国人
ノート」などに記した。和久田の経歴については不明な点が多いが、本論文では和久田自
身が戦前戦後に書いた記事や書籍などをもとに、その香港体験の輪郭を描いた。

一個日本人的香港體驗

―和久田幸助備忘錄―

大　東　和　重

　「和久田幸助」一位曾在戰前的廣州和香港逗留過，並在戰後以文字紀錄下他當時經歷的

日本人。和久田曾在天理外國語專門學校學過廣東話，1934年初次造訪華南地區，緊接著到

廣州留學，1937年中日戰爭爆發後搬遷到香港。1941年太平洋戰爭爆發後，和久田被香港佔

領軍徵用，担任與香港統治相關的藝能班班長。粵劇和電影愛好者的和久田透過這份香港的

工作和眾多中國戲劇電影人交流。戰後和久田多次回訪香港和舊友重溫，同時將自己的經歷

收錄在《我的中國人筆記》等文章中。和久田的生平仍有許多不明之處，本文以和久田在戰

前和戰後所寫的書籍和書籍未收錄文章為根基，試圖描繪他廣州香港時期的輪廓。


